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目 指 す 学 校 像 互いを認め、個性と良識を磨き合う学校づくり～学ぶ喜びと豊かな心、安心・安全と信頼・協働～        

          

重 点 目 標 

１ 効果的なICT活用及びアクティブ・ラーニング等を推進し、生徒の学びに向かう意欲を高める。 
２ 教育活動の充実と教育環境の整備等により、生徒の学力及び体力の向上、エージェンシーを育む。 
３ 学校・家庭・地域の連携・協働により、「地域とともにある学校」づくりを推進する。 
４ スクールダッシュボードの活用や指導力向上に向けた面談等により、教職員の働きがいを高める。 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 【 ％ 達成率】 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 

○Ｒ５年度全国学力・学習状況調査において、市・

全国の平均正答率と比較し、国語、数学、英語の

平均正答率ともに概ね良好な結果である。 

○市教委研究委嘱「小・中一貫教育」を推進し、学

年単位や校種単位での教え合い、学び合いの授業

実践により、思考の深化や表現力の工夫が見られ

る。 

（課題） 

○R５年度全国学力・学習状況調査「家庭学習」の

質問項目において、肯定的な回答の割合は、全

国・県平均を上回ったものの 60%であった。ま

た、市学習状況調査「授業における主体性」の質

問項目において、肯定的な回答の割合は、市平均

を新２年生は上回ったが新３年生は下回った。 

 

生徒の学びに向 

かう意欲を高め 

る取組の実施 

 

 

 

 

 

①デジタル教材及びＩＣＴ端末の効果的 

 な活用及びアクティブ・ラーニングに 

よる授業の実践 

②不登校生徒等の学習保障及び評価を実

践する（Sola るーむの効果的な活用） 

③市教委研究委嘱「学びの連続性を活か

した真の学力の育成」を推進する（学

年・小、中単位での教え合い・学び合

い実践） 

④学力ポートフォリオによる具体的な手

立て及び全国学調効果的な振り返りの

実践 

⑤３年間の研究実践を生かした STEAMS 

TIME の実践 

⑥２者面談の実施及びいじめ撲滅強化の

実践 

○「ＴＰＣ活用」生徒結果の 90%以上

(R5・1・２学年 90%未満） 

○学年単位での教え合い・学び合いの実

践（年３回以上）できたか 

○小・中の教え合い・学び合いによる中

一の普通救命講習Ⅰの修了証取得（１

学年） 

○生活ノートと学習計画表の形式を合わ

せた計画表の活用（全学年）できたか 

○「望ましい集団及び職員の相談体制」

の生徒結果「十分である」「ほぼ十分

である」のうち「十分である」の全学

年 65%以上(R5・全学年 65%未満 ) 

○ＴＰＣ活用生徒結果の肯定的割合 90%以上 

→R6・1年 91.1%・2 年 95.1%・3年 90.0% 

【1 年 101%・2 年 106%・3年 100%達成】 

○学年単位での教え合い・学び合いの実践  

○小・中の教え合い・学び合いによる中一の

普通救命講習Ⅰの修了証取得 【100%達成】 

①体育の集団行動を３年と１年が合同実施 

②定期テストの取組方法を先輩が後輩にレ 

クチャー・プレゼンする授業を展開 

③小学校の応急手当入門コースに中学生を 

アシスタントティーチャーとして派遣 

○計画表の活用できたか    【100%達成】 

○「望ましい集団及び職員の相談体制」の生

徒結果「十分である」の 65%以上→６項目

中２項目 65%以上・６項目平均 60.9% 

                           【93.7%達成】 

A 

 

①～⑥の方策について計画的に継 

続推進するとともに、来年度は、 

研究領域「学びの連続性を活かし

た真の学力の育成」の研究２年目

となるので、１年目の成果・課題

を踏まえて、新しい教科用図書と

なるため改訂された「さいたま市

小・中一貫カリキュラム」を活用

した学びの連続性を活かす教育課

程の編成・工夫の研究実践を通し

て、生徒の主体性を育成する。 
＜参考＞「アクティブ・ラーニング型

授業」生徒結果の肯定的な

割合全学年 96%以上(+2%) 

 

・応急手当入門コースに中学生を派遣していただ

き、小グループで充実した授業となった。 

・自分で計画を立てる力、自分に合った学び方を見

出していく力を育むための一つの取組として計画

表はよい。 

・小・中連携を深めて研修を進めたい。 

・ICT の活用、アクティブラーニングの推進はこれ

からの教育に欠かせないものであるため、今後も

積極的に授業に取り入れてほしい。 

・小・中一貫教育の一つ、応急手当入門コースの授

業への中学生派遣は大変意義があるので継続して

ほしい。 

・「わかりやすい授業と学び合い」は様々な場面で

一人ひとりが活躍できる。学力向上と共に人間関

係の構築力も高められたらよい。 

・ICT 活用の割合が、今の段階でも高いことはよい

傾向ですが、より高くなるようお願いしたい。小

学校との連携をより深めてほしい。 

・データ活用なども上手にできるよう効果的な学習

の工夫をお願いしたい。 

・「家庭学習」「授業における主体性」の意識が高

まるとよい。 
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（現状） 

○全国学力・学習状況調査において「学校に行くの

が楽しい」の質問に肯定的な回答をした生徒の割

合は、全国・県平均を上回った。 

○コロナ禍により対面式給食を４年ぶりに実施し

た。 

○保健・美化委員会で校内の救急関係と清掃活動に

関する How to 動画を作成し、生徒主体の活動を

促進している。 

（課題） 

○市学習状況調査において「将来の夢や目標をもっ

ていますか。」の質問に肯定的な回答をした生徒

の割合は、全学年市平均を下回った。 

○大規模校につき、一斉下校時の歩道等の過密化及

び、都市部につき車の交通量が多い。 

○昨夏、熱中症警戒アラートが多く発出された。 

○コロナ禍の影響で、小学校中学年時の運動不足等

による怪我や体力の低下が懸念される。 

エージェンシー 

を育む教育活動 

の実践 

 

 

 

 

①３年間を見通したキャリア教育の実践 

②特別支援学級における体験学習の充実

を実現する 

③スクールダッシュボードと生活ノート

の活用による教育相談等の実践 

④対面式とオンライン配信による儀式的

行事の実施 

⑤生活目標を軸とした生徒会等による生

徒主体の活動実践の推進 

○学校評価の肯定割合「夢をもっている

か」」の「十分・ほぼ」の生徒結果 90%

以上 

(R5・84.9%) 

 

②学校評価の肯定割合「一人ひとりが認

められている」の「十分である」の生

徒結果 65%以上 

(R5・50%) 

○「夢をもっているか」の肯定的な割合「十 

分・ほぼ」の生徒結果 90%以上 

→R6 1 年 77.2%、2年 72.3%、3年 76.7% 

      学校平均 75.4%    【83.8%達成】 

○「一人ひとりが認められている」の「十分

である」の生徒結果 65%以上 
→R6 1 年 63.9%、2年 54.7%、3年 51.4% 

      学校平均 56.7%    【87.2%達成】 

 

A 

 

①～⑤の方策について計画的に継

続推進させ、キャリア教育と体験

型の学習、ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭ

Ｅの充実を一層図り、エージェン

シーを育む共に、基本的な生活習

慣「あいさつ」「時間」「清掃」

についても活性化した生徒会活動

を軸に重点的に指導していく。 

 

・小学６年生は総合で「マイ・グッド・ライフ」と

してどういう生き方をしたいのか明らかにした上

で、地域の大人にインタビューして、それを実現

できる仕事を探っている。キャリア教育も小・中

連携し、系統性をもったものにしたい。 

・基本的な生活習慣の中でも、特にあいさつの定着

については、家庭での習慣もあり、困難さを感じ

ている。これこそ小・中連携、家庭・地域との連

携が不可欠であるとともに、いかに大人があきら

めず継続して指導できるかが大きいと感じる。

（大人同士もさわやかに挨拶するなど） 

・狭い校庭を工夫して安全に使用していることを聞

き、学校が生徒に寄り添っていると感じた。 

・学校紹介ビデオを生徒主体で制作したと聞き、生

徒たちの能力の高さや学校に対する愛着を感じ

た。 

・キャリア教育、進路指導に工夫をして自己肯定感

を高める必要性を感じる。 

・健康安全について生徒たちの関心が低いかもしれ

ない。関心を高めることができれば、学校評価の

数値が上がるかもしれない。 

・学校は常に生徒の安全や健康について対策を考え

てくれていると思う。 

・中学生の時期に夢（目標）を持つことは大切で、

その夢に向かって行動してほしい。 

健康・安全教育 

と安全管理の推 

進 

 

①中・高等学校生自転車運転免許交付に

かかわる講習の実施及び交通安全指導 

②小・中一貫よる引渡し訓練及びＢＬＳ

教育 

③健康・安全に関する外部講師招聘によ

る講習会などの実施 

④熱中症防止のための指標計の設置及び

監視・周知体制の実践 

⑤夏季における部活動実施時間の工夫 

⑥PTA と協働による下校見守り体制の実践 

○学校評価の肯定的な割合「交通ルールの遵

守による登下校」における生徒結果の肯定

的な回答「十分である」「ほぼ十分であ

る」のうち「十分である」90%以上(R5・

80%未満) 

○学校評価の「常に健康に気を付けてい

る」における生徒結果の肯定的な回答

「十分である」「ほぼ十分である」の

うち「十分である」60%以上(R5・全学

年 60%未満） 

○「交通ルールの遵守による登下校」の肯定的 

な割合「十分」の生徒結果 90%以上 

→R6 1 年 63.4%、2年 55.8%、3年 44.9% 

      学校平均 54.7%    【60.8%達成】 

（「ほぼ十分」を含めると学校平均 90.4%） 

○「常に健康に気を付けている」の「十分で

ある」の生徒結果 60%以上 
→R6 1 年 50.0%、2年 49.1%、3年 43.8% 

      学校平均 47.6%    【79.4%達成】 

（「ほぼ十分」を含めると学校平均 82.7%） 

B 

①～⑥の方策について計画的に継

続推進及び安全な環境を整備する

とともに、交通安全教育の実施や

ＰＴＡと協働による下校見守り・

安全に関する生徒会活動等、外部

講師を招聘した学校保健委員会の

実施などで生徒の健康・安全な生

活実践力を高める。 

3 

（現状） 

○令和４年度より学校運営協議会を設置し、「これ

からの社会を主体的に生きる生徒の育成」を掲げ

て「内谷中ボランティア制度」を実施している。 

○ＰＴＡと連携・協働してコロナ禍を踏まえ時流に

応じた教育活動の充実及び情報発信の在り方につ

いて、検証・改善に取り組んでいる。 

（課題） 

〇学校運営協議会での熟議等により、地域が目指す

「育成したい子ども像」を共有し、その実現に向

けた取組「内谷中ボランティア制度」の生徒会主

導実施を持続可能にしていくこと。 

○生徒会との協働ですすめている校則の見直しにつ

いて、より多くの視点による見直しが必要である 

家庭・地域との 

連携強化のため 

の取組の実施 

 

 

 

 

①気候変動や時流、コロナ禍の成果を踏

まえた行事の実施 

②様々なツールを活用した家庭・地域と

の連携強化の実現  

③ＰＴＡとの協働による教育活動の実践 

○学校評価の肯定的な割合「期待や願い 

への満足感」の保護者結果の回答「十 

分である」「ほぼ十分である」90%以上

(R5・84.7%) 

○学校評価の肯定割合「生徒会の自主的  

 な活動」の「十分である」が生徒結果 

70%以上(R5・56.9％) 

○「期待や願いへの満足感」の肯定的な割合

「十分」「ほぼ十分」の保護者結果 90%以上 

→R6 86%    【95.5%達成】 

○「生徒会の自主的な活動」の肯定的な割合

「十分」の生徒結果 70%以上 

→R6 1 年 60.2%、2 年 63.6%、3年 56.3% 

      学校平均 60%    【85.7%達成】 

 

A 

 

①～③の方策を継続実施する。また、コロ

ナ禍の成果であるデジタルと対面式の集会

や行事の実施により、大規模校のデメリッ

トの改善しメリットを生かし教育効果を高

める。さらに、生徒会のよりよい学校づく

りとＰＴＡとの協働による教育活動の実践

を一層推進する。（R6体育館空調設置） 

 

・ボランティア活動の充実が図られていた。卒業生

がボランティアに来ることで交流が生まれ、中学

に行ったら同じことをしたい気持ちが育まれた。 
・「よりよい学校にするため特に何に尽力したい

か」の項目で挨拶や身だしなみの指導について教

職員と保護者で優先順位の意識の差がみられた。

学校と保護者が共通認識をもってこの差がうまる

とよいと思う。 
・ボランティア制度は、地域行事の裏方を体験し、

地域の思いを感じる活動の場として学びが多い。 
・生徒がボランティア活動に積極的に参加してくれ

て、育成会や社会福祉協議会の行事に親しみをも

ってくれる機会につながった。今後も多くの生徒

が活躍できる場を工夫したい。自主的に参加して

くれる生徒の姿を見られたことが喜ばしい。 
・生徒とのランチミーティングは非常に有意義で、

地域・保護者が関われる良い機会として今後も継

続してほしい。 

学校運営協議会 

を基盤とした学 

校・家庭・地域

の連携・協働体

制による取組の

推進 

①三位一体となった行事等の運営に向け

た学校運営協議会の熟議 

②学校と地域との協働による生徒ボラン

ティア制度や地域行事の実施 

③学校運営協議会と生徒会の協働による

校則検討会の実施地域の方々との会食 

○地域・保護者との行事の実施（年６回

以上） 

 

○ボランティア参加生徒の年間延べ人数

250 人以上(R5・221 人） 

 

○地域の方々と生徒の会食の実施 

○体育祭、合唱祭、内谷中フェスタ、青少年

育成沼影小・浦和大里小・辻小地区会主催

の音楽会、能登復興支援への参加           

【100%達成】 

○2/18 時点、R6・368 人   【100%達成】 

○第２回学校運営協議(９月)の給食時間に、

生徒会本部生徒３名が参加。 【100%達成】 

 

A 

 

①～③の方策を継続実施する。今
年度９月の給食時間にランチミー
ティングという工夫をし、生徒会
本部生徒３名が学校運営協議会に
参加した。来年度も生徒主体の生
活の見直しを実現するために支え
ていく。 
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〈現状〉 

○タブレット端末をはじめとしたＩＣＴの活用につ

いて、エヴァンジェリストが中心となり研修を重

ねて、教員間の取組の差が縮小されている。ま

た、校務への活用内容も増加している。 

〈課題〉 

○スタディサプリ・デジタル連絡及び採点等新たな

コンテンツの導入及び効果的な実用ができるか。 

○授業改善を図るために、スクールダッシュボード

授業アンケートを活用できるか。 

○同僚性や協働性の発揮や働き方改革に対する意識 

に教員間で差が見られる。 

ICT の効果的活用 

等による指導の 

向上や校務の効 

率的な実施と 

同僚性や協働性 

の発揮による業 

務負担軽減の実 

践 

 

 

①ICT 及び未来を拓く学校づくりに関する

校内研修並びに受講奨励面談の実施 

②ICT を効果的に活用による教育活動とデ

ジタル教材等の効果的な活用の実施 

③特別の教科「道徳」の学年内教員のロ

ーテーションによる授業実践 

④デジタル連絡及び採点等新たなコンテ

ンツの導入及び実用 

⑤教員各自の専門性を活かした授業時間

数の実現とスクールダッシュボードを

活用した授業改善 

⑥衛生委員会の実施及びノー残業に関す

る取組の実践 

○デジタル連絡及び採点ツールの実用化

（２学期より） 

○スタディサプリを定期テスト前や長期

休業中に必ず活用できたか 

 

○機関・希望研修や文科省・Nits の動画

研修の教員受講１００％（R5・76%） 

○ストレスチェックによる「総合した健

康リスク」の低下（R5・82%、R4・

83.5%） 

○ノー残業ディ・ウィークの実施（通

年） 

○２学期よりスクリレ及びリアテンダントの

運用開始              【100%達成】 

 

○全学年、定期テスト前や長期休業中の課題

を配信した。(５教科中第１学年社会のみ長

期休業中の配信なし)    【93%達成】 

 

○機関・希望研修や文科省・Nits の動画研修

の教員受講率 100%          【100%達成】 

 

○ストレスチェックによる「総合した健康リ

スク」R6・78.5%(対象 51 人) 【100%達成】 

○年間７回実施        【100%達成】 

A 

①～③の方策を継続実施する。⑤の本 

格運用となったスクールダッシュボー 

ドの効果的な活用については、生徒理 

解・教育相談について学校として効果 

的に運用できたが、生徒の学習・生活 

支援、教職員の授業改善については、 

活かしきれていないので学期に１回全 

教科授業アンケートを実施する期間を 

設定するなどしたい。⑦は、意識向上 

のため継続するとともに「出張後は原 

則直帰など」の具体例を提示して実施 

する。 

 

・同僚性や協調性を発揮し、働きやすい職場に尽力

されており、成果が上がっていることが素晴らし

い。 

・スクールダッシュボードの活用については各校悩

みながら進めているところだと思うが、次年度へ

の改善策に出ていることをぜひ実施してみて、成

果を検証してほしい。 

・教員の働きがいを高めることや健康、労働環境に

配慮しつつ、より良い授業の展開と生徒の質向上

につなげてほしい。教師を目指す人も増えるので

働き方改革を引き続きお願いしたい。 

・「学力向上」が中学校生活に臨むことで高い数値

であることから、デジタル教材の活用や ICT の効

果的な活用が分かる指標があるとよい。上位層の

学力がより伸びる環境も必要と思う。 


